
 

資料１ 

 

 

◎義務教育学校の配置について 

案１                   案２ 

 

・幼保小中教育連携協議会委員２４名に施設の配置案について意見を求めた。 

 結果：協議会委員２０名が回答された。 

    〇案１ 東側から校舎、体育館 １２名が支持 

  〇案２ 東側から体育館、校舎  ８名が支持 

・鮫川村義務教育学校等施設建設プロジェクトチームの意見。 

 （役場職員で構成されているチーム） 

    〇案１ 東側から校舎、体育館を支持 

・小・中学校先生方の意見。 

  〇案１ 東側から校舎、体育館を支持  

  

※小・中教諭の要望（抜粋） 

・スクールバスの乗降場が東側に位置するのであれば、教員の目が直接届く位置に校

舎を建設していただきたい。校舎（職員室）から子ども達の登下校の様子が見えると

いう所が安全性にも繋がる。 

・子ども達が学校に出入りする表情や親と接する場面を見えるようにしていただきた

い。人の動きが管理しやすい。 

・学校に子ども達が夢や希望を持って通学することを考えると、最初に敷地に入って

きた時に校舎を見せるのか、体育館の壁を見せるのか、今日一日この校舎で楽しい思

いをしたり、頑張りたいと思って欲しいので、敷地に入ってきた時に校舎を顔として

迎える形が必要である。 

・平成 24 年に郡山市の小学校敷地内において、保護者が運転する車が児童をはねて死

亡する交通事故が発生している。スクールバス乗降場の近くに職員室を設置すること

で、校庭にも目が向くし安全対策にもなる。 

 

◇以上のことより、義務教育学校の配置については、案 1 の東側から校舎、体育館と

する。 


